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 ＊開催日：令和７年４月１６日（水） 

 ＊会 場：西諌早公民館〈おとなの楽校〉 

 ＊内 容：①「在宅医療ってなぁに？」 

      ②「介護保険サービスを利用する」 

      ③「かかりつけ医で安心を！」 

      ④「その時に備えて」 
 

 (1)性別・年齢                     (2)現在、誰と住んでいますか      

        
  

(3)介護が必要になった場合について、          (4)自分や家族の望む医療や介護について、 

家族と話し合ったことがありますか              家族と話しあった方がよいと思いますか 

        
 

(5)出来れば介護は家族でする方が            (6)介護が必要になったとき、 

望ましいと思いますか             家族の世話になりたくないと思いますか 

             
 

参加者数  9 人 

 
 9 人 

回収率  100％ 

アンケート
回答者数

第 27 回「医療と介護のお気軽座談会」アンケート集計 



2 

 

 

(７)あなたが介護が必要になったとき、どこで過ごしたいですか   

       
  

  施設に入りたい 

 ・在宅介護での家族の負担が大きいから。 

 ・一人暮らしなので、不安がある。 

 ・お互いの人生を共に充実させるため。 

 

その他 

 ・その時の自身の体調次第で過ごす場所は変わる為。 

 ・介護の必要性？自宅でできるだけ生活を。病気なら病院で。一人での生活が困難なら施設に入所。 

 ・できるだけ自宅で過ごしたいと思うが、状態によっては、自宅では難しくなると思う。その時は施設でも良いと思

っている。 

 

(８)家族が介護が必要になったとき、どのようにしたいですか 

       
 

  施設に入れたい 

 ・在宅介護での家族の負担が大きいから。 

 ・お互いが気疲れして、生き辛くしないため。 

その他 

・その時の自身の体調次第で過ごす場所は変わる為。 

 ・自分と介護支援でなるべく自宅。自宅またはホスピス。病気なら病院。 

 ・できる限りは自宅で過ごさせたいが、状況により施設も有り得る。 



3 

 

 

 

(9)本日の講演は参考になりましたか           (10)特に参考になった講演はどれですか（複数回答可）                         

       

 

 

(11)本日の座談会についてご意見をお聞かせください 

・母の在宅介護を約 6 ヶ月経験しました。自宅で看取りました。母は寝たきりで、様々な介護サービスを受けました。 

 母を一人きりにできる時間は全くなく、姉 2 人と交代しながら介護しました。正直とても負担を感じました。 

 自分の時は在宅介護を受けたいとは思いません。 

 

・話を聞けて、今後に役立てていきたいです。ありがとうございました。 

 

・在宅医療の必要性はわかるけれど、その時になった場合、全部家族が対応する事になる。今、自分でその方法 

（介護保険）を使っての仕方が知りたかった。地域包括センター、在宅医療機関一覧は良かった。終活の必要性 

も重要ですが、なかなか難しいです。 

 

 

 

 


